
【ACシリーズを用いた光触媒の
イオン化ポテンシャルの測定】

東京工業大学 宮内先生の研究グループは
A C - 2を用いて、スズ酸化物の光触媒の
イオン化ポテンシャルの測定結果をアメリカ
化学会のA p p l i e d E n e r g y M a t e r i a l s誌に
報告しました[1]。
太陽光を利用して光触媒で二酸化炭素を燃料

に還元する技術の開発はカーボンニュートラル
対策の切り札の１つとして注目されています。
宮内先生は錫 (Sn) の酸化物に着目し、可視光
応答性で高効率な二酸化炭素還元用光触媒の
開発に成功しました。さらにAC -2を用いて
測定した各材料の価電子帯最上端（Valence
B a n d M a x i m u m ; V B M ) のエネルギーと
触媒 性能 との 相 関 性を 見 出し ま し た 。
このように、A Cシリーズは、地球温暖化

解決にも貢献しています。
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AC-2を用いて測定した価電子帯
最上端エネルギーの結果[1]

大気中光電子収量分光装置

Model：AC-2S Series

〇 仕事関数を大気中で測定可能
→大気中で測定できるので面倒な前処理なしで粉体や液体
などの測定にも最適です。

〇 多彩な追加機能
→ 100℃まで昇温可能なサンプルステージ、大光量光源や
微小スポット測定など、様々な場面に対応可能。

ここがポイント！

粉体用サンプルトレイ


